
議案 第 1号  令和 3年度 事業実績 

1．社会福祉事業区分
(1)聴覚障害者センター本部拠点
１)本部

   理事会、評議員会、法人監査会等の運営 
開催日等 会議等 備 考 

05月 20日(木) 法人監査会 
前年度事業報告等・計算関係書類等の監査 

出席者:監事 2名・理事長 他 

06月 03日 (日) 第 1回 理事会 
前年度事業実績報告、決算報告 他 

出席者:理事 6名・監事 2名 他 

06月 20日(日) 第 1回 評議員会 
前年度事業実績報告、決算報告 他 

出席者:評議員 12名・理事 6名・監事 1名 他 

06月 20日(日) 第 2回 理事会 
理事長及び業務執行理事の互選 他 

出席者:理事 6名・監事 2名 他 

11月 20日(日) 第 3回 理事会 
令和 3年度 第 2次補正予算 他 

出席者:理事 6名・監事 2名 他 

2022年 3月 27日(日) 第 4回 理事会 
来年度 事業計画・来年度当初予算案 他 

出席者:理事 6名・監事 2名 他む 

《 法人の理念 》 

「利用者が、個人の尊厳を保持しつつ、自立した生活を地域社会において営むことができる

よう支援する」     定款_第１章_総則_（目的）第１条より抜粋



 

 

 

 

2)聴覚障害者センター運営事業 

  ①聴覚障害者相談事業  

 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計 

労 働 1 1 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 5 

教 育 1 1 0 1 2 0 0 2 0 2 1 1 11 

医 療 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 2 

福 祉 1 1 1 2 0 1 3 2 1 0 0 2 14 

生 活 0 1 2 1 1 2 1 3 0 1 0 5 17 

その他 2 3 5 4 3 4 5 6 4 2 5 5 48 

計 5 7 10 8 6 7 9 14 7 5 6 13 97 

 【1】成果 
平成 29年度 377件、平成 30年度 438件、令和元年度 473年と年々増加あった相談事業において

も、コロナ禍の影響で、令和 2年度 94件、令和 3年度 97件と激減した。相談傾向としては、コロナ禍の中で
聴覚障害者が周辺の人との人間関係に行き詰まりを感じた相談内容が増えている。 

 【2】課題 
コロナ禍の中で人と接して話すことが難しい中、きこえない・きこえにくい人が来所の上で相談というのが激減して

いる。ただ当事者が抱えている問題は依然としてコミュニケーション不足・情報不足が発端する問題があり、それらを
対面で相談しづらい社会の情勢に歯がゆく思える。当センターには Skype を常設しているが、きこえない・きこえにく
い人がオンラインでも相談できるという風潮になれば、相談件数も増えるのではないかと思われる。 
そして、盲ろう者の場合は、きこえない・きこえにくい人よりは情報が極端に激減していることから、不安を抱えてい

る様子が伺えるため、センターに来所して触手話で相談や情報提供をいたすケースも多々ある。 
 
 
 
 
 



 

 

 

 

②情報機器貸出等コミュニケーション支援事業 (センターの利用に関する業務)  

《1》会議・研修会へ会場等を提供  

件  数 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計 

多目的ルーム 8 6 7 13 14 13 11 13 10 13 13 10 131 

ボラ交流室 18 13 19 19 16 17 21 16 14 14 15 16 198 

計 26 19 26 32 30 30 32 29 24 27 28 26 329 

 

《2》情報機器・福祉機器の貸出  
貸出備品件数 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 計 

OHP 
本体 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

台 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

OHC 0 0 2 4 1 0 5 2 0 0 0 0 14 

スクリーン 0 0 1 1 1 0 0 1 0 0 2 1 7 

ヒアリングループ 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 

タイループ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

会議用拡聴機 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0  0 0 

補聴器 0 0 0 0 0 10 10 10 0 0 0 0 30 

プロジェクター 4 1 2 21 9 13 17 15 9 6 4 3 104 

電話用増幅器 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

屋内信号装置 ※ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

計 4 1 5 26 11 23 32 29 9 6 6 4 156 

 

 

 

 



 

 

 

 

③聴覚障害者の文化、学習、レクリエーション活動等の援助及び推進事業 

《1》機関紙(ニュースろうあ石川)を通じた情報支援 

機 関 紙 主な内容《いしかわ情提ニュースの掲載内容》 

2021年 04月 1日 №481号 令和 2年度 石川県登録手話通訳者試験合格発表 他 

2021年 05月 1日 №482号 2021度 手話通訳・要約筆記派遣説明会 他 

2021年 06月 1日 №483号 令和 3年度手話通訳者養成講座 開講式 

2021年 07月 1日 №484号 音声認識システム及びプロジェクター整備のお知らせ 

2021年 08月 1日 №485号 地域活動支援センターあさがおハウス説明会のご案内 

2021年 09月 1日 №486号 アイドラゴン 4啓発 他 

2021年 10月 1日 №487号 地域生活支援センターあさがおハウス紹介 他 

2021年 11月 1日 №488号 運転免許更新手続き 他 

2021年 12月 1日 №489号 遠隔手話通訳サービス 他 

2022年 01月 1日 №490号 法人各施設紹介 年頭挨拶 他 

2022年 02月 1日 №491号 今年四月施行 改正民法の啓発 他 

2022年 03月 1日 №492号 子ども向け手話コンテンツ案内 他 

 

《2》聴覚障害者の文化、学習、レクリエーション活動等の支援 

【1】高齢部を対象とした手話語りの会(教養講座) 

      毎月 1回 2時間程度 石川県聴覚障害者センターにて施設長による教養講座を開催。 



 

 

 

 

【2】聴覚障害者に対する映像における情報支援 

情報提供の経路 番組(情報) 

外部媒体 

石川県公式ホームページなど 

①子ども向け Web サイト「障害について学ぼう！」【手話を使ってみよう】制作 

かんたんな手話を学ぼう! 『あいさつ』『よく使う言葉』『気持ち』『質問』『行動』『学校』
『病気』『天気』『数字』『ひらがな』『会話』『クイズ』 

②障害者相談員研修動画(手話・字幕入) 

③共生社会づくり県民フォーラム(手話・字幕入) 

その他 

①金沢市公式 YouTube チャンネル 

令和 3年度 金沢市政広報番組 字幕付加事業(150分間相当) 

②加賀市ホームページなど 加賀市手話動画制作協力事業 単語 

③他(聴覚障害者向け映像ソフト事業の項目を参照ください。) 

内部媒体 

ホームページ 

動画配信 

一般公開 聴覚障害者向け映像ソフト事業の項目を参照ください。 

限定公開 ※ 同上 

ビデオライブラリー 令和 3年度 金沢市政広報番組 字幕付加事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

④その他の聴覚障害者福祉の増進をはかるための事業 

《1》 石川県聴覚障害者センター広報誌の作成及び配布  

種  別 印刷部数 摘要 

令和元年度 広報誌 150部 行政等へ郵送、施設来所者へ配布 

センターホームページ - 随時更新 

パンフレット － 関係者、来所者等へ配布 

 

《2》職員研修関係  

開催日 研修内容 備考 

6月 24日(木) 
全国聴覚障害者情報提供施設協議会ブロック会議及び研

修《施設長》 
開催地：オンライン／施設長１名 

７月 15日(木)  
全国聴覚障害者情報提供施設協議会 

《意思疎通支援担当者研修会》 
開催地：オンライン／職員 2名 

11月 19日(金) 
全国聴覚障害者情報提供施設協議会 

第 2 ブロックコーディネーター研修 

オンライン担当職員 1名 

11月 10日(水) 
全国聴覚障害者情報提供施設協議会 

《聴覚障害者向けソフト制作研修》 
オンライン担当職員 1名 

令和 4年 2月 3日 
全国聴覚障害者情報提供施設協議会 

第 2 ブロックソフト担当者研修 
オンライン担当職員 1名 

 

    



 

 

 

 

《3》手話通訳等事業への協力  

【1】手話通訳者及び要約筆記者派遣事業 

情報保障区分(派遣人数) 議 会 司 法 政見放送 
県・金沢市

記者会見等 

石川県 

制度 

市町制度 

その他 
計 

手話通訳者派遣 94人 0人 26人 
200人

※ 
23人 663人 1,006人 

要約筆記者派遣 
ＰＣ  0人 0人 0人 0人 3人 61人 64人 

手書 0人 0人 0人 0人 20人 26人 46人 

※委託事業として健康福祉部記者会見への手話通訳派遣 113人を含む。 

J-Talk アプリを活用した遠隔手話通訳サービス利用 ・・・医療現場において 年間 4件 

  《上記の表: 情報保障区分(派遣人数)の 1,006人には含まず。》 

 

【2】養成(手話通訳・要約筆記)にかかわる企画・コーディネィトなど  

事業内容 手話関係事業 要約筆記関係事業 

手話スペシャリスト 
研修・要約筆記者現任研修 

指導者養成 01事業 (6時間) 1事業※(52時間) 

新任・現任研修 01事業 (17.5時間) 1事業 (15時間) 

その他(手話通訳士養成等) 01事業 (10時間) － 

手話通訳・要約筆記者 
養成関係事業 
 
 

通訳Ⅰ 2事業 ※(140時間) － 

通訳Ⅱ 1事業 (69時間) － 

通訳Ⅲ 1事業 (44時間) － 

統一試験対策講座   １事業 (40時間)  － 

前期 － 1事業 (40時間) 

後期 － 1事業 (44時間) 

手話奉仕員養成研修・ 
要約筆記奉仕員養成研修 

入門課程 02事業  (92時間) － 

基礎課程 01事業  (60時間) － 

その他 02事業 (60時間) 1事業 (12時間) 

学校関係 06事業 (74時間) 0事業 (000時間) 

その他(事業所関係等) 02事業 (03時間) 0事業 (000時間) 
※金沢・能登合同開催を含む     ※全国規模研修会の助成含む 



 

 

 

 

 ⑤聴覚障害者向け映像ソフト事業 

《1》聴覚障害者向け映像制作事業 

タ イ ト ル 連 携 団 体 等 番 組 内 容 

障害者相談員研修動画 90分 (手話及び字幕入れ) 石川県依頼 ・情報支援・委託制作 

共生社会づくり県民フォーラム 140分(字幕入れ) 石川県依頼 ・情報支援・委託制作 

石川県障害者ふれあいフェスティバル 210分(字幕入れ) 石川県依頼 ・情報支援・委託制作 

子供むけコンテンツ教材 作成 あいさつ(単語) 石川県依頼・石川県立ろう学校 ・情報支援・委託制作 

子供むけコンテンツ教材 作成 よくつかうことば(単語) 石川県依頼・石川県立ろう学校 ・情報支援・委託制作 

子供むけコンテンツ教材 作成 きもち(単語) 石川県依頼・石川県立ろう学校 ・情報支援・委託制作 

子供むけコンテンツ教材 作成 質問(単語) 石川県依頼・石川県立ろう学校 ・情報支援・委託制作 

子供むけコンテンツ教材 作成 行動(単語) 石川県依頼・石川県立ろう学校 ・情報支援・委託制作 

子供むけコンテンツ教材 作成 学校(単語) 石川県依頼・石川県立ろう学校 ・情報支援・委託制作 

子供むけコンテンツ教材 作成 病気(単語) 石川県依頼・石川県立ろう学校 ・情報支援・委託制作 

子供むけコンテンツ教材 作成 天気(単語) 石川県依頼・石川県立ろう学校 ・情報支援・委託制作 

子供むけコンテンツ教材 作成 数詞 指文字 会話 石川県依頼・石川県立ろう学校 ・情報支援・委託制作 

あさがおハウス開所式上映会 当日視聴のみ ・自主制作・活動記録 

加賀市手話動画制作協力事業  《加賀市手話単語集の作
成》 

・加賀市依頼 ・情報支援・委託制作 

字幕付加 ゴールデンウィークは金沢湯涌江戸村へ行くべし(9
分) 

・YouTube【金沢市公式 CH】・金沢市 ・情報支援・委託制作 



 

 

 

 

字幕付加 特別展を見に中村記念美術館へ(9分) ・YouTube【金沢市公式 CH】・金沢市 ・情報支援・委託制作 

字幕付加 金沢市ゴミ出しサポート LINE解説！(9分) ・YouTube【金沢市公式 CH】・金沢市 ・情報支援・委託制作 

字幕付加 再始動！金沢ティーンミュージカル(9分) ・YouTube【金沢市公式 CH】・金沢市 ・情報支援・委託制作 

字幕付加 国立工芸館所蔵品展 たんけん！こども工芸館(9

分) 

・YouTube【金沢市公式 CH】・金沢市 ・情報支援・委託制作 

字幕付加 徳田秋せい記念館 生誕 150年記念事業紹介

(9分) 

・YouTube【金沢市公式 CH】・金沢市 ・情報支援・委託制作 

字幕付加 はじめまして金沢未来まち創造館です(9分) ・YouTube【金沢市公式 CH】・金沢市 ・情報支援・委託制作 

字幕付加 犀川の河川空間を活かそう！サイガワリバーサイドア

クト(9分) 

・YouTube【金沢市公式 CH】・金沢市 ・情報支援・委託制作 

字幕付加 みんなでレッツ！スポーツ金沢スポーツ事業団(9分) ・YouTube【金沢市公式 CH】・金沢市 ・情報支援・委託制作 

字幕付加 金沢国際交流財団を紹介します(9分) ・YouTube【金沢市公式 CH】・金沢市 ・情報支援・委託制作 

字幕付加 ビフォー・アフター オリンピック(9分) ・YouTube【金沢市公式 CH】・金沢市 ・情報支援・委託制作 

字幕付加 金沢の宝物 再発見 金沢 冬の旬味(20分) ・YouTube【金沢市公式 CH】・金沢市 ・情報支援・委託制作 

字幕付加 金沢未来のまち創造館「わくわく祭」開催！(9分) ・YouTube【金沢市公式 CH】・金沢市 ・情報支援・委託制作 

電話リレーサービス啓発動画(2分) ・YouTube【当法人公式 CH】 ・手話の啓発普及・自主
製作・他 

手話通訳者登録試験対策動画「介護認定サービス利用相談」
(5分) 

・YouTube【当法人公式 CH】 ・委託制作・教材 

手話通訳者登録試験対策動画「県立野球場予約」(5分) ・YouTube【当法人公式 CH】 ・委託制作・教材 

手話通訳者養成担当講師連続講座(講義編) 90分 社会福祉法人全国手話研修センター依頼 ・委託制作・教材 

 

制 作 本 数 連 携 団 体 等 番 組 内 容 

31 タイトル 
・地域民放各社・石川県・石川県立ろう学
校・金沢市・加賀市・全国手話研修センター 

・情報支援・教材・手話の
啓発普及・活動記録・委託
制作・自主制作番組 



 

 

 

 

《2》ビデオライブラリー貸出事業  

 

【1】利用登録者数  

 

令和 3 年度登録者数 事業開始以降累計数 計 

0 人 787 人 787 人 

 

【2】ビデオライブラリー貸出本数 

 

  4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 計 

貸出本数 15 6 2 11 2 8 6 4 3 5 7 4 73 

   

 

 

《3》制作番組の動画配信状況  

【1】公開番組数※：120 タイトル (一般公開：120 タイトル) 

【2】視聴回数（再生時間数） 

令和 3年度《2021年 4月 1日～2022年 3月 31日 YouTube アナリティクス調査による。》：以下の通り。  

52,246 回 (再生時間数 2,732 時間) 

令和 3年度 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計 

時間数 254 231 235 257 240 280 230 167 172 270 201 195 2,732 

再生回数 5,220 4,693 4,626 5,296 4,320 5,042 4,376 3,313 3,525 4,802 3,689 3,617 52,246 

【3】チャンネル登録者数 

   チャンネル開設以降累計数※ ：1,584人  令和 3年度  ：  231人 

〈公開サイト〉https://www.youtube.com/channel/UCl0k_Pzrv8moqV3RFKC-QTg 

 

https://www.youtube.com/channel/UCl0k_Pzrv8moqV3RFKC-QTg


 

 

 

 

【成果と課題】 
【1】成果 

   令和 3年度は、県立ろう学校と連携して制作活動を行うことができた。撮影前は緊張していた子どもたちも、終盤は、
意見を出すなど、制作に積極的にかかわっていただいた。単なる制作活動にとどまらず、多様な職域の大人との交流。そ
して、手話を通じて子どもたちのアイデンティティやストレングスにつなげることができ、実りの多いものとなった。 

また、過去に金沢市の委託事業として制作した動画「手話で話そう」が人気であり、市の動画配信サイトにて 14万
回の再生回数を突破した。制作能力に自信を持つことができた。 

 

 【2】課題 

      現在、使用している制作機器の整備から 6年目である。機器の不具合も生じてきている。さらに、数年後にはメーカー

サポート終了であることからメンテナンスや機器の刷新を考えていかなければならない。 

また、継続的に受注できる事業を新しく開拓する取り組みや「目で聞くテレビ」への協力が課題である。 
【2】課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

  ⑥健康対策事業  

《1》事業内容 

問  診：受診者の問診票により症状を医療機関が診断 

検  診：皮膚温度、(音叉)振動覚、ピンチ力、タッピング、握力検査及び診察 

その他 ：頸肩腕障害に関する講習会の開催等 

医療機関：公益社団法人石川勤労者医療協会 城北病院 

実施日 ：令和 3年 8月 20日，23日，9月 4日 

対象者 ：手話通訳者《受診者数／総数：56人 ／102人 》 

要約筆記者《受診者数／総数： 5人 ／45人 》※手話通訳者を兼ねる者を省く 

 

《2》受診結果 

受診率    42 ％ 

受 診 結 果 

A (異常なし) 33 人 

B (支障なし) 12 人 

C (生活改善と経過観察) 9 人 

D (受診が必要) 0 人 

E (治療中) 0 人 

P (急いで受診) 0 人 

T (他の病気が疑われる） 9 人 

 

《3》頸肩腕症候群予防研修会 ※石川県手話スペシャリスト研修事業、石川県要約筆記者現任研修事業との共同開催 

テーマ：頸肩腕障害に関する研修会 

日 時：令和 3年１1月 21日(日) 

参加者：34名(手話通訳・要約筆記者および兼任者含む) 



 

 

 

 

 会 場：石川県地場産業振興センター  

 

【成果と課題】 
 【1】成果 

   今年度も 3日間の受診日を設け、土曜を組み入れることで受診しやすく配慮した。昨年度に引き続き、石川県内市
町のコーディネーターと検診結果（同意書提出者のみ）を共有した。今年度も手話通訳と要約筆記で合同研修会を
開催し、ストレスによる心身のトラブルや改善方法に関して学んだ。 

  【2】課題 

      受診率の向上のため、派遣説明会で重要性をアピールする。研修会は頸肩腕症候群予防に加え、今年度のように
心身の健康への意識を高めるなど幅広い内容で新たな講師を打診する。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

3)会員活動事業 
①事務局活動 

【主催：社会福祉法人石川県聴覚障害者協会】 

開催日 事業名 備考 

04月 05日(月) 第 1回専門委員・各地域協会事務局長会議 
石川県聴覚障害者センター 

出席者  15名  

05月 09日(日) 第 4期 会員代表者会議 
石川県社会福祉会館 

出席者  23名  

06月 07日(月) 第 2回専門委員・各地域協会事務局長会議 
新型コロナウイルス感染症拡大

防止に伴い中止 

08月 02日(月) 第 3回専門委員・各地域協会事務局長会議 
石川県聴覚障害者センター 

出席者  15名 

10月 04日(月) 第 4回専門委員・各地域協会事務局長会議 
同上 

出席者  16名 

11月 07日(日) 第 5期 会員代表者会議 
金沢勤労者プラザ 

出席者  23名  

12月 06日(月) 第 5回専門委員・各地域協会事務局長会議 
石川県聴覚障害者センター 

出席者  18名 

2022年 01月 06日(木) 第 6回専門委員・各地域協会事務局長会議 
石川県聴覚障害者センター 

出席者  15名 

03月 6日(日) 第 7回専門委員・各地域協会事務局長会議 
新型コロナウイルス感染症拡大

防止に伴い中止 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

【主催︓社会福祉法人石川県聴覚障害者協会他】 

開催日 事業名 備考 

05月 23日(日) 「咲む」上映会（赤い羽根共同募金事業） 
新型コロナウイルス感染症拡大

防止に伴い延期 

07月 24日(日) 第 55回石川県ろうあ者福祉大会 
新型コロナウイルス感染症拡大

防止に伴い中止 

08月 25日(水) 石川県へ聴覚障害者の福祉施策への要望書提出 
石川県障害保健福祉課 

当会出席者 4名 

 9月 20日(月) 
第１回自治体手話通訳学校 

【主催：石川県手話通訳制度を考える推進委員会】 

金沢市松枝福祉館 
出席者   220名 
（オンライン参加含む） 

11月 07日(日) 第 67回石川県身体障害者福祉大会【主催：石川県】 
宝達志水町 

当会参加者 1名 

2022年 1月 29日(土) 
第 2回自治体手話通訳学校 

【主催：石川県手話通訳制度を考える推進委員会】 

金沢市松枝福祉館 
出席者   206名 
（オンライン参加含む） 

03月 21日(月) 「咲む」上映会（赤い羽根共同募金事業） 
新型コロナウイルス感染症拡大

防止に伴い中止 

03月 25日(金) デフリンピックフェスティバル（赤い羽根共同募金事業） 
石川県地場産業振興センター 

参加者   29名 

 

【主催︓一般財団法人全日本ろうあ連盟】 

開催日 事業名 備考 

06月 10日(木)  

～06月 13日(日) 
第 69回全国ろうあ者大会及び付帯行事（栃木県） 

新型コロナウイルス感染症拡大

防止に伴い中止 

06月 11日(金) 

～ 6月 12日(土) 
第 9回(第 72回)評議員会（オンライン） 

石川県地場産業振興センター 

（石川県から 参加 4名） 

 6月 12日(土) 2021年度全国ろう者等防災報告会（オンライン） 
石川県地場産業振興センター 

（石川県から 参加 5名） 

 

 



 

 

 

 

【主催︓北信越ろうあ連盟】 

開催日 事業名 備考 

10月 30日(土)  

～10月 31日(日) 
第 63回北信越ろうあ者大会（富山県） 

新型コロナウイルス感染症拡大

防止に伴い中止 

2022年 

01月 15日(土) 
2022年度北信越ろうあ連盟評議員会（オンライン） 

石川県地場産業振興センター 

（石川県から 参加 6名） 

【成果と課題】 

 【1】成果 
新型コロナウイルス感染症での聴覚障害者の福祉施策について石川県に要望活動を行った。デフリンピックフェスティバルを開催
し県内のデフアスリートの応援、2025年夏季デフリンピック日本開催への啓発をすることができた。 

 【2】課題 
・事務局活動を通じて「石川県手話言語条例」の普及と関係事業の充実へ向けた取り組みが必要。 
・石川県ろうあ者福祉大会を通じて以下の整理が必要。 

  《1》大会の意義 《2》地域と事務協の役割 《3》地域と地域行政とのかかわり 
・石川県福祉政策の要望の実現。 

+++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++ 

②組織委員活動 

【主催：社会福祉法人石川県聴覚障害者協会他 】 

開催日 事業名 備考 

09月 26日(日) 石川県障害者ふれあいフェスティバル【主催：石川県】 YouTube ライブ配信 

10月 13日(日) ろうあ敬老会（赤い羽根共同募金事業） 
石川県社会福祉会館 

参加者   30名 

同上 
令和 3年度第１回（赤い羽根共同募金事業） 

（通算第 4１回）石川県ろうあ組織活動者研修会 

石川県社会福祉会館 

参加者   48名 

2022年 2月 27日(日) 
令和 3年度第 2回（赤い羽根共同募金事業） 

石川県ろうあ組織活動者研修会 

石川県社会福祉会館 

参加者   10名 

 



 

 

 

 

【主催：一般財団法人全日本ろうあ連盟】 

開催日 事業名 備考 

12月 11日(土) 

～12月 12日(日) 
第 21回全国ろう者将棋大会（福岡県） 

新型コロナウイルス感染症拡大

防止に伴い中止 

12月 17日(金) 

～12月 18日(土) 
2021年度出版物対策研究会議（兵庫県） 同上 

 

【主催：北信越ろうあ連盟】 

開催日 事業名 備考 

7月 10日(土) 第１回組織部長会議（オンライン） 
オンライン参加 

（石川県から 出席 2名） 

9月 11日(土) 
北信越ろうあの未来を考えるフォーラム 2021 

（オンライン） 

オンライン参加 

（石川県から 出席 10名） 

11月 27日(土) 第 2回組織部長会議（オンライン） 
オンライン参加 

（石川県から 出席 2名） 

【成果と課題】 

 【1】成果 
 コロナ感染対策を行いながら２年ぶりにろうあ敬老会、組織活動者研修会を開催できた。 

 【2】課題 
 ・県内各市町に対して手話言語条例制定へ向けた働きかけ。 
 ・機関紙「ニュースろうあ石川」の読者拡大。 
 ・日本聴力障害新聞の読者拡大。 
 ・会員拡大と団結力の強化。 

+++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++ 

 

 



 

 

 

 

③情報・コミュニケーション委員活動 

【主催：社会福祉法人石川県聴覚障害者協会他】 

開催日 事業名 備考 

04月 24日(土) 石川県手話通訳問題研究会 定期総会 
石川県社会福祉会館 
当会出席者  １名 

05月 1日(土) 石川県手話サ-クル連絡協議会定期総会 
内灘町防災ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ 
当会出席者  ４名 

09月 26日(日) 石川県障害者ふれあいフェスティバル【主催：石川県】 YouTube ライブ配信 

10月 9日(土)  
～110月 10日(日) 

第 16回全国手話検定試験 石川会場 
金沢勤労者プラザ 
当会スタッフ 多数 

11月 28日(日) 石川県手話サ-クル連絡協議会 1日研修会 
石川県地場産業振興ｾﾝﾀｰ 
当会出席者  15名 

02022年 3月 12日(土) 情報コミュニケーション委員会議 
新型コロナウイルス感染症拡大
防止に伴い中止 

同上 石川県手話通訳問題研究会との合同研修会 同上 

 3月 13日(日) 石川県手話サークル連絡協議会 代表者会議 
石川県社会福祉会館 
当会出席者   1名 

 

【主催︓一般財団法人全日本ろうあ連盟他】 

開催日 事業名 備考 

05月 21日(金) 全国情報・コミュニケーション担当者会議（オンライン） 
石川県聴覚障害者センター

（石川県から 出席 2名） 

08月 21日(土) 
第 53回全国手話通訳問題研究集会 
サマーフォーラム inやまがた（オンライン） 

石川県社会福祉会館 
（石川県から参加者 52名） 

※オンライン参加含む 

10月 31日(日) 手話関係者の健康フォーラム 2021（オンライン） 
オンライン参加 

参加者     0名 

 

 

 



 

 

 

 

【主催︓北信越ろうあ連盟】 

開催日 事業名 備考 

10月 31日(日) 第 63回北信越ろうあ者大会 手話の集い（富山県） 
新型コロナウイルス感染症拡大
防止に伴い中止 

11月 20日(土) 手話対策部長会議（オンライン） 
オンライン参加 
（石川県から 出席 1名） 

【成果と課題】 

 【1】成果 
昨年に続きコロナ禍による集合形式の開催が中止となりオンライン形式に切り替えて実施。手話サークルや地域のろう協行事が
中止となり、ろう者ときこえる人との関りが薄くなった。 

 【2】課題 
・コロナ禍におけるデジタル活用が増加、そのための専門知識と手話技術の向上のための研修が必要。 
・養成講座における「日本聴力障害新聞」と「ニュースろうあ石川」の教材活用の徹底。 
・地域社会に対して手話言語にかかわる法整備の理解と支援を広める。 

++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++ 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

④福祉対策委員活動 

【主催：社会福祉法人石川県聴覚障害者協会】 

開催日 事業名 場所 

5月 8日(土) 福祉対策委員会議 
石川県聴覚障害者センター 

出席者  5名 

07月 03日(土) 第 1回手話協力員との会議 
石川県社会福祉会館 

当会出席者  4名 

07月 31日(土) 第 2回手話協力員との会議 
石川県社会福祉会館 

当会出席者  3名 

 8月 14日(土) わいわいスクール 2021（オンライン） 
オンライン参加 

参加者    6名 

08月 22日(日) 第 1回運転免許更新特定講習会 
石川県運転免許センター 

参加者    8名 

09月 15日(水) 石川労働局へ要望書提出 
金沢駅西合同庁舎 

当会参加者  2名 

09月 22日(水) 石川県教育委員会へ要望書提出 
石川県庁 

当会参加者  3名 

2022年 1月 9日(日) 第 3回手話協力員との会議 
白山市こがね荘 

当会出席者  3名 

02月 27日(日) 第 2回運転免許更新特定講習会 
石川県運転免許センター 

参加者     4名 

同上 福祉対策委員報告会 
石川県社会福祉会館 

参加者   25名 

03月 19日(土) 
「ろう教育」「難聴児支援センター」講演 

【県登録手話通訳者、要約筆記者現任研修会共同企画】 

同上 

当会参加者 11名 

 

 

 

 



 

 

 

 

【主催：一般財団法人全日本ろうあ連盟】 

開催日 事業名 場所 

06月 19日(日) 2021年度全国福祉担当者会議（オンライン） 
オンライン参加 

（石川県から  出席 1名） 

08月 13日(金) 2021年度全国ろう教育担当者会議（オンライン） 
同上 

（石川県から  出席 1名） 

10月 17日(日)  
2021年度オンラインろう教育を考える全国プレ集会 

（オンライン） 

オンライン参加 

（石川県から  出席 2名） 

11月 20日(土) 

第 34回全国ろうあ者相談員研修会兼 

第 25回全国職業安定所手話協力員等研修会兼 

ろうあ者労働フォーラム（オンライン） 

オンライン参加 

（石川県から  出席 2名） 

同上 2021年度全国労働担当者会議 
同上 

（石川県から  出席 1名） 

2022年 

 2年 16日(水) 
2021年度 第 2回全国ろう教育担当者会議 

同上 

（石川県から  出席 1名） 

【成果と課題】 

【1】成果 
新型コロナウイルス感染症拡大に伴い「労働」「ろう教育」それぞれオンラインでの会議となり各県の意見を聞くことができ、勉強に
なった。 

【2】課題 
教育及び労働行政に対する要望の実現。ろう学校、地域学校のろう児童、ろう学生との交流。 

 +++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++ 

⑤スポーツ委員活動 

【主催：社会福祉法人石川県聴覚障害者協会他】 

開催日 事業名 場所 

09月 5日(日) 

～2022年 2月 19日(土) 

第 21回石川県障害者スポーツ大会【主催：石川県】 

（石川県陸上競技場他） 

新型コロナウイルス感染症拡大

防止に伴い中止 

 



 

 

 

 

【主催：一般財団法人全日本ろうあ連盟他】 

開催日 事業名 場所 

09月 14日(火)  ブロック体育部長・加盟団体体育部長会議（オンライン） 
オンライン参加 

（石川県から  出席 1名） 

09月 16日(木)  

～ 9月 19日(日) 
第 55回全国ろうあ者体育大会（兵庫県） 

新型コロナウイルス感染症拡大

防止に伴い中止 

10月 14日(木)  ブロック体育部長・加盟団体体育部長会議（オンライン） 
オンライン参加 

（石川県から  出席 1名） 

10月 23日(土)  

～10月 25日(月) 
第 21回全国障害者スポーツ大会（三重県） 

新型コロナウイルス感染症拡大

防止に伴い中止 

2022年 2月 11日(金)  

～ 2月 13日(日) 
第 44回全国ろうあ者冬季体育大会（福井県） 同上 

 

【主催：北信越ろうあ連盟】 

開催日 事業名 場所 

05月 29日(土)  

～05月 30日(日) 
第 69回北信越ろうあ者体育大会（長野県） 

新型コロナウイルス感染症拡大

防止に伴い中止 

6月 13日(日) 
第 21回全国障害者スポーツ大会 

聴覚障害者バレーボール競技北信越・東海地区予選大会 
同上 

【成果と課題】 

【1】成果 
スポーツを通してろうあ者相互の交流を深めたい。 

【2】課題 

スポーツを通じた会員拡大と更なる団結力の強化。 

+++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++ 

 

 



 

 

 

 

  ⑥編集委員活動 

【主催：社会福祉法人石川県聴覚障害者協会】2021年度ニュースろうあ石川 

№ 発行号 

部数 
上︓総数 
下︓会員 

トップニュース 特集内容 

481 4月号 
786 

(233) 第 55回石川県ろうあ者福祉大会 in白山市 【咲む】上映のお知らせ 

482 5月号 
798 

(230) 令和２年度 第３回理事会 金沢武士団を手話で応援 

483 6月号 
797 

(229) 第 55回石川県ろうあ者福祉大会 in白山市中止 組織委員会より会員情報 

484 7月号 
827 

(230) 速報 新理事長就任 金沢城公園で聖火トーチキス 

485 8月号 
823 

(230) 令和 3年度 第 1回評議員会・第 2回理事会 理事長 退任の挨拶 

486 9月号 
824 

(225) ランドセル寄付贈呈 理事・評議員の紹介 

487 10月号 
809 

(220) 2021年度「要望書」提出 
第 54 回全国手話通訳問題研究集会サマーフォーラム
inやまがた 

488 11月号 
827 

(221) あさがおハウスが開所しました！ 2021年度「要望書」提出 

489 12月号 
821 

(218) 令和３年度 第３回 理事会 手話パフォーマンス甲子園 

490 1月号 
820 

(218) 年頭の挨拶 白山市長 山田憲昭氏 新年の挨拶 2022年 年男・年女 F編集長年頭の想い 

491 2月号 
814 

(217) 「咲む」上映会のお知らせ 北野雅子氏ご逝去 

492 3月号 
813 

（217） 「咲む」上映会のお知らせ 第５６回石川県ろうあ者福祉大会 in中能登町 

【趣味の世界】ろうあ石川№481(123回)～№492(134回)に掲載 

【成果と課題】 

【1】成果 
聴覚障害者を取り巻く社会問題や展望、県内外の聴覚障害者・手話関係者にかかわるイベントや各種事業等を啓発すること
ができた。 

【2】課題 
・読者の拡大。・視覚的配慮(写真やイラスト等の多用)を通じた魅了ある紙面作り。 

+++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++ 



 

 

 

 

⑦高齢部活動 

【主催：社会福祉法人石川県聴覚障害者協会】 

開催日 事業名 場所 

06月 6日(日) 高齢部第 45回定期総会・講演会 
石川県社会福祉会館 

参加者   50名 

09月 04日(土) 第 4回高齢部グランドゴルフ交流会 
高松グラウンドゴルフ場 

参加者   15名 

2022年 03月 19日(土) 

～03月 20日(日) 
高齢部１泊研修会 

新型コロナウイルス感染症拡大

防止に伴い中止 

 

【主催：一般財団法人全日本ろうあ連盟】 

開催日 事業名 場所 

06月 13日(土) 第 69回全国ろうあ者大会 高齢者の集い（栃木県） 
新型コロナウイルス感染症拡大

防止に伴い中止 

09月 24日(金)  

～09月 26日(日) 

第 33回全国ろうあ者高齢者大会    （岐阜県） 

第 35回全国ろうあ高齢者ゲートボール競技大会 

第 12回全国ろうあ高齢者グランドゴルフ大会 

同上 

 

【主催：北信越ろうあ連盟】 

開催日 事業名 場所 

04月 08日(木) 高齢部委員会 
新潟県 

（石川県から  出席 1名） 

10月 30日(土) 第 63回北信越ろうあ大会 高齢者の集い（富山県） 
新型コロナウイルス感染症拡大

防止に伴い中止 

11月 27日(土)  

～11月 28日(日) 
第 29回北信越ろうあ連盟 高齢部研修会 同上 

12月 9日（木） 

～12月 10日(金) 
高齢部委員会、高齢部定期代議員会 

新潟県 

（石川県から 出席 1名） 

 



 

 

 

 

【成果と課題】 

【1】成果 
新型コロナウイルス感染症拡大に伴い多くの行事が中止となったが、感染予防を行いながら会員の交流を深めることができた。 

【2】課題 
孤立することなく社会参加できるよう、集いやすい活動に務める。 

++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++ 

⑧女性部活動 

【主催：社会福祉法人石川県聴覚障害者協会他】 
開催日 事業名 場所 

06月 20日(日) 第 51回定期総会 
石川県社会福祉会館 

参加者    15名 

同上 女性カフェ 
同上 

参加者    14名 

09月 26日(日) 石川県障害者ふれあいフェスティバル【主催：石川県】 YouTube ライブ配信 

11月 14日(日) 日帰り交流会 
能美市 

参加者   18名 

2021年 02月 6日(日) 女性カフェ 
新型コロナウイルス感染症拡大防

止に伴い中止 

03月 27日(日) 定例委員会 
石川県社会福祉会館 

参加者   12名 

 

【主催︓一般財団法人全日本ろうあ連盟】 
開催日 事業名 場所 

10月 1日(金)  

～10月 3日(日) 
第 51回全国ろうあ女性集会（秋田県） 

新型コロナウイルス感染症拡大防

止に伴い中止 

2022年 01月 22日(土) 第 46回全国委員会（兵庫県）（書面決議） 同上 

01月 23日(日) 第 48回全国ろうあ女性研修会（兵庫県） 同上 



 

 

 

 

【主催︓北信越ろうあ連盟】 
開催日 事業名 場所 

09月 04日(土) 

～09月 05日(日) 
第 28回北信越ろうあ女性研修会（新潟県） 

新型コロナウイルス感染症拡大防

止に伴い中止 

10月 30日(土) 第 63回北信越ろうあ者大会 女性の集い（富山県） 同上 

 

【成果と課題】 

【1】成果 
新型コロナウイルス感染症対策を行い２年ぶりに定期総会を開催することができた。 

【2】課題 

女性部会員は年々減少傾向にあり、若い世代のろう女性を入会につなげる創意工夫が必要。 
++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++ 
 
⑨青年部活動 

【主催：社会福祉法人石川県聴覚障害者協会】 

開催日 事業名 場所 

 4月 4日(日) 第 24回定期総会 
石川県社会福祉会館 

参加者    9名 

06月 13日(日) 青年部交流企画（オンライン） 
オンライン参加 

参加者    5名 

06月 27日(日) 役員改選 
石川県社会福祉会館 

参加者    8名 

10月 31日(日) 
青年部交流企画（オンライン） 

青年部の活動と取り組み／小岩井悠（長野青年部長） 

金沢市中央公民館彦三 

参加者    7名 

11月 21日(日) 
青年部交流企画（オンライン） 

職員とスターバックス／南雲莉恵（新潟青年部長） 

金沢市ものづくり会館 

参加者    5名 

2021年 03月 12日(土) 
ヤングセミナー「石川県の三大ハウスとは︖／吉岡真人、中川英

昭、沖田耐芽」 

石川県社会福祉会館 

参加者    27名 

03月 20日(日) 役員会 
石川県社会福祉会館 

参加者    5名 



 

 

 

 

【主催︓一般財団法人全日本ろうあ連盟】 

開催日 事業名 場所 

06月 12日(土) 第 69回全国ろうあ者大会 青年の集い（栃木県） 
新型コロナウイルス感染症拡大

防止に伴い中止 

11月 27日(土) 

～12月 5日(日) 
第 55回全国ろうあ青年研究討論会（オンライン） 

オンライン参加 

（石川県から 参加 12名） 

2021年 2月 11(金) 第 40国ろうあ青年部活動者会議（オンライン） 
同上 

（石川県から 参加 3名） 

 2月 12日(土) 

～ 2月 13日（日） 
第 53回全国委員会（オンライン） 

同上 

（石川県から 参加 2名） 

 

【主催︓一般財団法人全日本ろうあ連盟 青年部 東日本ブロック】 

開催日 事業名 場所 

 8月 8日(日) 第 9回東日本幹部研修会（オンライン） 
オンライン参加 
（石川県から 参加 1名） 

 

【主催︓北信越ろうあ連盟】 

開催日 事業名 場所 

08月 28日(土)  第 51回デフユース北信越（オンライン） 
オンライン参加 

（石川県から 出席 7名） 

08月 29日(日)  北信越オンライン企画（オンライン） 
同上 

（石川県から 出席 2名） 

10月 30日(土) 第 63回北信越ろうあ者大会 若人の集い（富山県） 
新型コロナウイルス感染症拡大

防止に伴い中止 

12月 4日(土) 第 53回北信越ろうあ青年部 定期代議員会（オンライン） 
オンライン参加 

（石川県から 出席 5名） 

2022年 3月 13日(日) 第 45回北信越ろうあ青年部活動者会議（オンライン） 
同上 

（石川県から 出席 1名） 

 



 

 

 

 

【成果と課題】 

【1】成果 
新型コロナウイルス感染症拡大に伴い企画は ZOOM を使用したオンラインに変更した。コロナ禍でも県外の方とも交流することが
できた。 

【2】課題 
・若い聴覚障害者へ会員活動の意義を伝え、会員拡大を目指す。 
・ろう青年への情報保障の必要性や意志疎通支援事業に対する理解を深める。 
・ろう者としてのアイデンティティを獲得する。 

+++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++ 
 

⑩その他 

  職員研修について 

開催日 研修内容 備考 

06 月 10 日(木)～13 日

(日) 
第 69回全国ろうあ者大会 

新型コロナウイルス感染症拡大

防止に伴い中止 

6月 25日(金) 
2021年度 専従職員対象 

第 1回全国出版担当者会議（オンライン） 

石川県聴覚障害者センター 

（石川県から 参加 3名） 

12月 17日(金)  第 30回全国専従職員研修会（オンライン） 
石川県聴覚障害者センター 

（石川県から 参加 2名） 

2022年 2月 15日(火) 
2021年度 専従職員対象 

第 2回全国出版担当者会議（オンライン） 

石川県聴覚障害者センター 

（石川県から 参加１名） 

 

++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++ 

 

 

 



 

 

 

 

4)手話通訳等事業 
 ①手話通訳者派遣事業 

(派遣人数) 

 

【成果と課題】 

【1】成果 
 手話通訳未設置の宝達志水町より派遣事業を受託することとなった。 
令和元年 8 月から整備した緊急用の警察手話通訳派遣名簿により、令和 3 年度は 7 件の派遣事案があった。

必要に応じて通訳要請していただくことが徐々に定着している。 
 3月の県知事選挙に向け、政見放送収録への手話通訳士派遣を行なった。 

【2】課題 
       コロナ禍に関係するもの・関係しないものを含め、急な依頼や、直前のキャンセルが多い。 
         警察事案の通訳対応について、再整備・研修の実施。 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計
0 0 2 4 1 0 4 2 0 0 2 8 23
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 2 4 1 0 4 2 0 0 2 8 23
1 1 2 3 2 1 1 1 1 1 1 1 16
8 5 5 12 10 6 6 10 7 10 4 11 94
2 1 2 3 1 2 5 10 6 3 3 4 42
0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 3
1 2 3 1 1 3 1 2 2 1 2 1 20
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
2 2 1 2 3 3 3 3 1 1 1 1 23

14 11 13 21 17 15 16 27 17 17 12 18 198

白山市 0 0 3 0 0 3 0 0 2 0 0 3 11

小松市 2 0 9 2 0 6 0 0 4 0 0 4 27
野々市市 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1
加賀市 0 0 3 2 0 7 0 2 4 0 0 3 21
能美市 0 0 7 0 0 7 0 2 7 1 0 6 30
金沢市 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 1 0 4
小計 2 0 23 4 0 24 0 4 19 1 1 16 94

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 24 0 26

26 30 10 25 29 17 8 6 12 20 7 10 200
24 17 26 30 22 29 46 77 49 52 38 55 465
50 47 36 55 51 46 56 83 61 72 69 65 691
66 58 74 84 69 85 76 116 97 90 84 107 1006

そ
の
他

宝達志水町
川北町
能登町

福祉
職業
教育
生活

県

受

託

事

業 小計
珠洲市
津幡町
中能登町
穴水町

小計
合計

小計

議
会

司法
政見放送

その他
県・市会見等

市
町
受
託
事
業



 

 

 

 

②手話通訳等養成事業 

《1》手話通訳者養成事業等 

<1>手話通訳者養成事業 

【成果と課題】 

【1】成果 
今年度も新型コロナウイルス感染症による【石川県非常事態宣言】の発出で、5 月に予定していた通Ⅱ・Ⅲ講座の特
別講座を在宅学習に変更して実施した。8月は【まん延防止等重点措置】の適用により、全講座日程を中止・延期し、
講座再開時には昼食時の感染リスクを軽減するため、１コマ 2時間から 1.5時間へ時短変更した。また、鼻と口元を覆
った透明マスク【ルカミィ】を使用し感染対策の強化に努めた。 
県内の手話サークルなども休会中の地域が多く、ろう者と共に活動しながら直接学ぶことができず、コミュニケーション実
践の不足が懸念される。この状況下でも学びを継続できるよう、自宅学習用手話動画教材の提供や、講座内で模擬
通訳実習などを行うなど、一定の修了条件を担保していきたい。 

【2】課題 
     ・感染防止対策などを講じ、受講生、講師の安全を確保すること 

・長期化するコロナ禍で、職種や家庭事情で講座受講が困難になる受講生が増えていること 

 

<2>石川県手話通訳者登録試験対策講座 

受託先 履修課程 日 程 主な会場 
受講状況 

申込者数 修了者数 

石川県 

及び金沢市 

通訳Ⅰ 7月 10日～1月 30日 石川県社会福祉会館等 6名 6名 

通訳Ⅱ 5月 8日～1月 15日 石川県社会福祉会館等 14名 10名 

通訳Ⅲ 5月 8日～11月 13日 石川県社会福祉会館等 9名 6名 

石川県 通訳Ⅰ能登 7月 10日～1月 30日 羽咋公民館等 5名 4名 

受託先 履修課程 日 程 主な会場 
受講状況 

申込者数 合格者数 

石川県 

及び金沢市 

手話通訳者試験 

対策講座 
6月 27日～11月 21日 石川県社会福祉会館等 14 3 



 

 

 

 

【成果と課題】 

【1】成果 
今年度も昨年度に引き続き、密を避けるため【個別指導】を実施した。 
読取り・聞き取り通訳の指導では、事前に在宅課題を提示し、受講生から提出された課題動画を講師が活用しながら

「受講生が今、躓いている部分」を的確に指導・アドバイスできるよう努めた。 
県内の感染者数が増加し、8月は【まん延防止等重点措置】の適用により、予定していた日程を延期せざるを得なかっ

たが、11月末までに予定していた講座数を終了することができた。 
また、講座受講生の中から統一試験の合格者を 3人輩出することができた。 

【2】課題 
・試験対策を担える講師の確保 
・講座を実施する会場等の確保 
・教材の選定、作成 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 

 

 

《2》手話スペシャリスト研修事業  

〈1〉現任研修、指導者養成講座等 

受託先 履修課程 日 程 主な会場 
参加者数 

(延人数) 

石川県 

現任

研修 

新任研修 4月 17日、7月 18日 石川県社会福祉会館 14名 

現任研修 4月 17日～令和 4年 3月 19日 石川県社会福祉会館 他 150名 

コーディネーター研修 令和 4年 2月 27日 （Zoom開催） 15名 

指導者養成 11月 23日、令和 4年 2月 6日 石川県地場産センター他 31名 

手話通訳士試験対策 
（３回連続講座） 

7月 23日、8月 9日、 

9月 11日 
石川県聴覚障害者センター 14名 

 

〈2〉石川県登録手話通訳者試験  

受託先 日 程 会 場 受験内容 
結果 

受験申込者 受験者 合格者 

石川県 12月 4日 石川県社会福祉会館 
一級登録試験 0名 0名 0名 

二級登録試験 14名 13名 3名 

【成果と課題】 

【1】成果 
コロナ禍の現状に合わせた研修テーマを企画し、開催方法を工夫した。 
「Zoom」を活用し、今年度は講師のオンライン化だけでなく、受講者のオンライン化も講じることができた。感染予防のた

めの密集を避けるだけでなく、往復移動無く研修参加ができる利便性の効果もあった。 
コロナ対策やＩＣＴ化の影響で増えつつある遠隔での手話通訳について、知識の共有と技術研鑽を進めた。 
手話通訳士試験対策講座受講者から合格者を 1名輩出できた。 

【2】課題 
・コロナ禍においても安心安全に参加できる研修機会の維持。 
・手話通訳者の技術向上・維持。 

 



 

 

 

 

《3》手話奉仕員養成事業   

〈1〉入門課程、基礎課程 

履修課程 受託先 日 程 主な会場 
受講状況 

申込者数 修了者数 

基礎課程 七尾市 5月 7日～1月 21日 パトリア 3階 4名 2名 

入門課程 
奥能登 2市 2町 4月 19日～11月 29日 輪島市文化会館 10名 6名 

中能登町 6月 15日～12月 14日 ラピア鹿島 5名 5名 

 

   〈2〉その他 

依頼先 事業名 
依頼内容 

日程 主な会場 
時間数 単元 

羽咋郡市 手話奉仕員事業入門 04時間 02講座 06月 03日～11月 18日 アステラス 

野々市市 手話奉仕員事業基礎 56時間 28講座 06月 29日～02月 8日 フォルテ・交遊舎 

金沢大学 手話奉仕員事業入門 30時間 15講座 10月 1日～01月 21日 金沢大学 

金沢大学 手話奉仕員事業基礎 60時間 30講座 04月 26日～02月 07日 金沢大学 

【成果と課題】 

【1】成果 

平日の日中に講座を開講することができた。今後も、平日の日中に活動ができる手話通訳者の増員に見込みがあ
り、同様の時間枠における活動の広がりに期待を持つことができる。 

【2】課題 

講座の到達目標に至るが、手話通訳者養成講座へつなぐ人材育成には、地域格差の溝は埋まらず、是正に至らな
い。また、講師が不足している。地域との連携、講師の指導力の強化、若手講師の育成対策が課題である。市町ごとの
実習行事の拡大。 

 

 

 



 

 

 

 

 ③要約筆記者派遣事業  

《1》要約筆記者派遣実績(手書き)  

 

 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計 

県 

受

託

事

業 

福祉 N※) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
OHC 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

職業 N 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
OHC 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

教育 N 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
OHC 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

生活 N 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
OHC 0 0 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0 3 

小計 N 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
OHC 0 0 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0 3 

市

町 

受

託

事

業 

輪島市 N 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
OHC 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

珠洲市 N 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
OHC 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

かほく市 N 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 2 
OHC 0 0 0 0 0 0 6 0 0 0 0 0 6 

津幡町 N 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
OHC 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

内灘町 N 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
OHC 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

中能登町 N 2 2 4 3 2 2 2 2 3 1 2 4 29 
OHC 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

穴水町 N 0 0 0 0 0 0  0 0 0 0 0 0 0 
OHC 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

能登町 N 0 0 0 0 0 0 0 2 1 0 0 1 4 
OHC 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

川北町 N 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
OHC 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

小計 N 2 2 4 3 2 2 4 4 4 1 2 5 35 
OHC 0 0 0 0 0 0 6 0 0 0 0 0 6 

その他 N 0 0 0 0 1 2 4 1 3 0 0 0 11 
OHC 0 0 0 0 0 0 0 3 0 3 0 3 9 

計 
N 2 2 4 3 3 4 8 5 7 1 2 5 46 

OHC 0 0 0 3 0 0 6 3 0 3 0 3 18 

N(※)はノートテイクの派遣人数を示す。／OHC には、OHP の派遣人数を含む。  (派遣人数) 

 



 

 

 

 

《2》要約筆記者派遣実績(パソコン) 

(派遣人数) 

 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計 

石川県 

受託事業 

福祉 0 0 0 0 0 0 0 12 0 0 0 0 12 

職業 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

教育 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

生活 0 0 4 0 0 0 0 0 0 0 0 4 8 

小計 0 0 4 0 0 0 0 12 0 0 0 4 20 

市町 

受託事業 

 

 

輪島市 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

珠洲市 0 0 0 0 0  0 0 0 0 0 0 0 0 

かほく市 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

津幡町 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

内灘町 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

中能登町 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

穴水町 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

能登町 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

川北町 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

小計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

その他 0 0 0 0 0 0 8 8 0 4 4 2 26 

計 0 0 4 0 0 0 8 20 0 4 4 6 46 

【成果と課題】 

【1】成果 
   2021年度も新型コロナウイルスの影響で派遣件数は減少したが、通院のための手書き要約筆記におけるノートテイクは継
続して派遣依頼があった。 
  陽性者人数の減少に伴い、年度後半に各種行事が実施され派遣件数が増加した。昨年度の課題であった、手書きノートテイ
クや OHC における感染防止のため要約筆記者にフェイスシールドを配布した。 

【2】課題 
・今後も Zoom などリモートワーク、リモート会議の需要が高まると予想されるため、要約筆記者の技術スキルを向上するための学
習機会を設ける。 
・パソコン要約筆記派遣が重なり機材（パソコン等）の配置が間に合わず要約筆記者に運んでいただく事例があった。パソコン要
約筆記の派遣増加に対応するため、派遣機材の整備が必要。 



 

 

 

 

 ④要約筆記者等養成事業 

《1》要約筆記者養成事業 

〈1〉要約筆記者養成事業 

 

〈2〉石川県登録要約筆記者試験 

受託先 日 程 会 場 受験内容 
結果 

申込者数 受験者数 合格者数 

石川県 2月 20日 石川県社会福祉会館 
パソコン登録試験 6 5 0 

手書き登録試験  2 2 0 

    

〈3〉指導者養成研修 

受託先 履修課程 日 程 主な会場 
参加者数 

(延べ人数) 

石川県 指導者養成 
奉仕員養成講師 － － － 

者養成講師 希望者なしのため不参加 － 0 

 

【成果と課題】 

【1】成果 
石川県の意思疎通支援事業の従事者として登録する手書き要約筆記者、パソコン要約筆記者試験の合格者は、どちらも０と

いう結果となった。2021年度も後期講座終了後にフォローアップ学習を実施したが、合格につながらなかった。 

受託先 履修課程 日 程 主な会場 
受講状況 

申込者数 修了者数 

石川県 

及び金沢市 

前期 
ＰＣ 10月 16日～2月 5日 石川県社会福祉会館  3 3 

手書 10月 16日～2月 5日 石川県社会福祉会館 1 1 

後期 
ＰＣ 7月 3日～11月 27日 石川県社会福祉会館 4 4 

手書 7月 3日～11月 27日 石川県社会福祉会館 2 2 



 

 

 

 

【2】課題 
    ・試験結果を分析すると筆記試験は基準点に達しているが実技試験で僅かに足りなかった受験者が多かったため、実技フ

ォローアップ学習の充実を図る。 
    ・養成講座の講師が少なく、少人数で多くの講義・実技に対応している。指導者養成研修の受講者を確保し新たな講師の

育成に務める。 

 

 

 

 《2》要約筆記者現任研修事業 

受託先 履修課程 日 程 主な会場 
参加者数 

(延べ人数) 

石川県 現任研修 
手書き 

パソコン 
4月 17日～3月 19日 

石川県社会福祉会館 

地場産センター 
77 

【成果と課題】 

【1】成果 
  コミュニケーション支援のあり方というテーマで受講し、音声言語と視覚言語の比較や情報格差など情報保障の重要性を学ん
だ。 
 昨年に引き続き、健康対策事業を研修の一環とし、頸肩腕障害検診に加え、ストレスからくる不調やその対策の研修を行い、心
身の健康改善に努めた。 
 またろう教育や難聴児支援センターに関する講演を通じて、ろう教育の歴史から現在・未来に至る難聴児支援事業について学ぶ
ことで、聴覚障害について広く知る機会となった。 
 ３月の講演は会場参加に加え Zoom による遠隔受講も実施した。事情により外出を控えたり会場に来ることが困難であっても
受講できたと好評を得た。 

【2】課題 
 ・遠隔受講において資料の事前配布でダウンロードに手間取ったり質疑応答が不慣れで時間がかかったため、スムーズに進行でき
るよう事前準備・リハーサルを綿密に行う。 
 ・新型コロナウイルス感染拡大の時期と重なったため技術研修が実施できず、昨年度より延べ参加者数が減少した。来年度は感
染防止対策を徹底した上で技術研修を実施してスキル低下を防ぐ。 
 



 

 

 

 

 《3》要約筆記奉仕員養成事業等 

課程 受託先 日 程 受講時間数 主な会場 受講者数 

啓発講座 

輪島市 11月 4日 120分 輪島市役所 12 

珠洲市 10月 28日 120分 珠洲市役所 4 

能登町 10月 28日 120分 能登町役場 7 

穴水町 11月 4日 120分 穴水町保険センター 7 

【成果と課題】 

【1】成果 
   主に行政職員が受講されたが、聴覚障害者へサービスを提供する可能性がある受講者もおり、聴覚障害者自身による講義
により聴覚障害の基本や社会福祉の現状を伝えることができた。そして要約筆記者による筆談によるコミュニケーション方法の基本
を、実技を交えて学ぶ場を提供した。 
   今回も聴覚障害者の講師の情報保障として手書き要約筆記を派遣し、受講者が要約筆記を実際に見ることで情報保障の
必要性と啓発につながった。 

【2】課題 
・奥能登という地理的条件を踏まえ遠隔情報保障を体験する機会を設けたい。 
・受講者に要約筆記の重要性やニーズの多さを実感してもらい、よりステップアップする方向で要約筆記者養成講座など、意思疎通
支援事業の担い手を養成する講座へつなげることを継続して進める。 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

⑤市町受託事業手話通訳者設置事業 
受託先 設置場所 設置日数 通訳実施件数 

珠洲市 珠洲市福祉課 71.5日 134件 

能登町 能登町健康福祉課 66.5日 98件 

穴水町 穴水町ふれあい福祉課 70日 240件 

その他 
奥能登市町合同事業、 

会議出席等 
18日 12件 

 

【成果と課題】  

【1】成果 
相談支援員や就労支援事業所等との連携で、通訳対応がスムーズに行えた。 

【2】課題 
ろう者のニーズに合ったきめ細かな生活支援をするためには、各市町に最低 1人以上の手話通訳者の配置と、派

遣制度を担う複数の登録手話通訳者が必要。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

⑥盲ろう関係事業 

《1》盲ろう者通訳・介助員派遣事業 

(件数) 

 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計 

石川県 

(利用者 4人) 
43 21 34 42 31 37 51 49 34 28 24 31 425 

金沢市 

(利用者 4人) 
86 57 52 76 63 75 101 85 97 78 54 71 895 

合計 129 78 86 118 94 112 152 124 131 106 78 102 1,320 

【成果と課題】 

【1】成果 
 ・新型コロナウイルス感染症の流行が繰り返す中、盲ろう者のニーズを制限することなく通訳・介助員の派遣ができた。 
・盲ろう者がコロナ感染疑いがある時やコロナ感染時の派遣対応方法を、石川県と相談して作った。 

 ・金沢市において、盲ろう者またはその家族が 119通報をした時に、盲ろう者通訳・介助員の資格を持つ者の派遣対応
ができるよう金沢市と消防に依頼し、受理された。 

【2】課題 
 ・平日の昼間に頻繁に活動ができる人が不足している。 
・「利用者直接依頼」が特定の通訳・介助員に集中している。活動意欲のある通訳・介助員に派遣に出てもらう機会
を、派遣センターで調整しにくい状況にある。 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

《2》盲ろう者通訳・介助員研修事業 

(1)盲ろう者通訳・介助員養成研修事業(金沢市と共同開催) 

 

回 数：21講座 1会場 

内 容：「盲ろう者向け通訳・介助員の養成カリキュラム等について(平成 25年 3月 

25日障企自発 0325第 1号)」に基づく、盲ろう者向け通訳・介助員の養成研修 

開催期間 受講者数 修了者数 登録者数 

08月 7日～ 

12月 18日 
12名 7名 7名 

 

【成果と課題】 

【1】成果 
   昨年度に引き続き、新型コロナウイルス感染症拡大の最中であったため、開催日時の延長や、感染症対策実施を

十分に行うことで開催できた。コミュニケーション実習の際は盲ろう者にも協力いただけた。また、今年度は盲ろう者が
住まれている加賀市において実施することができ、人材確保にもつながったと思う。 

【2】課題 
     石川県の盲ろう者はろうベース（聴覚障害がベースにあり、のちに視覚障害が発生）が多く、これまで手話ができない方

が修了されたときは手話講座や手話サークルを勧めていたが、コロナ禍の中でそういった場がなく手話を身に付ける機会
が少ない。養成講座の中で手話に触れる機会を増やすなど工夫していきたい。 

 



(2）聴覚障害者能登拠点 
就労継続支援Ｂ型事業サービス(やなぎだハウス) 

 

１．実施主体 

(1)名 称  社会福祉法人石川県聴覚障害者協会 

(2)所 在  石川県金沢市本多町 3-1-10  

 

 

2．利用者の状況 

(1)定員︓１９名 

(2)登録者数 

令和３年度 
４
月 

５
月 

６
月 

７
月 

８
月 

９
月 

10
月 

11
月 

12
月 

１
月 

２
月 

３
月 

登録者数（人） 11 11 13 14 15 15 15 15 15 15 14 14 

(3)利用状況 

令和３年度 
４
月 

５
月 

６
月 

７
月 

８
月 

９
月 

10
月 

11
月 

12
月 

１
月 

２
月 

３
月 

開所日数

（日） 
21 18 22 20 20 19 21 20 20 19 18 22 

延べ利用者数

（人） 
150 131 167 134 144 138 157 149 151 151 131 167 

一日平均(人) 7 7 7 7 7 8 7 7 7 8 7 7 

 

 

 



【成果と課題】 

【成果】 
・登録利用者４名（聴覚障害のある方２名、他障害のある方２名）を拡大した。 
・新型コロナウイルス感染症への対応として、利用者・職員共に継続した感染症対策を図ったことにより、感染 
ゼロを達成した。引き続き、感染症対策を徹底していきたい。 

【課題】 
・利用者の高齢化が進むことで、体調不良等による休み期間の長期化、それによる心身機能の低下につな
がっている。体調変化を見逃さず、受診対応等へ速やかにつなげられるよう、職員間、支援者間での更なる
連携を図っていきたい。 

 

 

3．職員配置 

職 種 員 数（人） 勤務形態 

管理者 １ 常勤・兼務 

サービス管理責任者 １ 常勤・兼務 

職業指導員 １ 常勤・専従 

生活支援員 １ 常勤・専従 

事務員 １ 非常勤・専従 

 

 

4．事業内容 

(1)事業所名︓能登就労支援事業所 やなぎだハウス 



(2)種  類︓就労継続支援Ｂ型 

 

(3)事業を行おうとする区域︓輪島市・珠洲市・能登町・穴水町 

(4)住所︓石川県鳳至郡能登町柳田梅 104 

(5)施設開所日時︓(営業日時) 月曜日～金曜日 9時 30分～16時 30分 

(6)生産活動 

1)縫製品等の製作 

（製作品） 

①布ぞうり 

②スリッパ 

③ほうき 

④腕抜き 等 

2)企業等からの作業受託 

（作業内容） 

①織ゴム袋詰め作業・・・・・・・平成 30年 １月 ～ 受託取り組み中 

②ブドウ収穫作業・・・・・・・・令和 ３年 ９月に受託取り組み 

③ちぢみキルトの下縫い作業・・・令和 ３年 １月～ 受託取り組み 

④オープンガーデン整備作業・・・令和 ３年 ３月～ 受託取り組み 

⑤里芋仕分け作業・・・・・・・・令和 ３年 12月～令和４年１月に受託取り組み 

 



【成果と課題】 

【成果】 
・やなぎだ植物公園での委託販売、Facebook等での継続した商品ＰＲにより、地域のみなさまに商品を 
知っていただく機会、それによる売り上げにつながった。 
・地域の企業から新たに「里芋仕分け作業」を受託し、利用者が外へ出て作業に取り組む機会につながっ
た。 

・ほうき製作の材料となるコキア（ほうき草）を地域の方から借用の畑で栽培、収穫することで、安定したほ
うき製作につながった。 

【課題】 
作業の幅は広がっているものの、工賃を大きく上げることにはつながっていない。利用者がやなぎだハウスへ通

う楽しみを抱けるように、工賃向上に向けて取り組んでいきたい。 
 

(7)行事等 

月 日 行 事 名 場 所 

 ６月 25日 あじさい鑑賞 平等寺（能登町） 

12月 23日 クリスマス会 やなぎだハウス 

１月 20日 新年会 やなぎだハウス 

【成果と課題】 

【成果】 
コロナ禍ではあるものの、感染症対策を図りながら、少しずつ外へ散策する機会を増やすことで、利用者の

気分転換につながった。また、事業所側の体育館で体を動かすことにより、利用者の心身のリフレッシュにもつ
ながった。 

【課題】 
感染症対策を図りながら、利用者が安全に、安心して行事へ参加できるように、また、作業とのメリハリを図

ることができるように、行事を計画していきたい。 

 

 



(8)地域イベントへの出店・販売 

予定していた地域イベントへの出店・販売は、新型コロナウイルス感染症の拡大によるイベ

ント中止等により、実施しなかった。 

 

(9)地域交流 

予定していた地域交流は、新型コロナウイルス感染症の拡大により、実施しなかった。 

 

(10)会議等の開催 

会 議 等 対 象 者 頻 度 

職員会議 全職員 月１回 

利用者自治会 全利用者 月１回 

誕生会 全利用者 月１回 

レクリエーション・学習会 全利用者 月１回 

【成果と課題】 

【成果】 
利用者自治会では、職員主導とならないように、利用者一人ひとりの思いを把握することに努めたことで、

利用者の声が事業所づくりに反映された。 

【課題】 
利用者一人ひとりの個性を尊重し、心穏やかに集える事業所づくりを目指して、職員間での連携を図ってい

きたい。 



(3) 聴覚障害者金沢拠点 

地域活動支援事業サービス（ろうあハウス） 
１． 事業実施主体 

（１） 名   称    社会福祉法人石川県聴覚障害者協会 

（２） 所   在    石川県金沢市本多町 3丁目 1-10 

２． 利用者の状況 

（１）定員 20名 

（２）令和 3年度利用者登録数 19名※ 

※令和３年 12月 24日死亡のため、1名減少し 18名となる。 

（３）利用者実績 

令和 3 年度 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10月 11月 12月 1 月 2 月 3 月 合 計 

日数(日) 21 18 22 21 18 19 20 20 18 19 18 22 236 

延べ利用者数(人) 291 256 307 284 244 305 342 335 316 292 287 323 3,582 

1 日平均(人) 13 14 13 14 14 16 16 17 18 15 16 15 15.1 

令和 2年度年間平均利用者数 13.4人/日 

 

 

成果 

昨年に続き、コロナウィルス感染防止のため、ろうあハウスに 3密を避け、感染防止の徹

底、ソーシャルディスタンスを考えて、1階と 2階の作業室に分けて存続を務めることがで

き、安心して集える場所ができた。９月から新たな利用者２名が増えた。 

 

課題 

5月～7月、高齢者のコロナワクチン接種期間であり、利用者の休日が度々あった。 

利用者 1 名が病気治療中で 5 月途中から休養であり、健康状態が心配であったが令和３

年 12 月 24 日、死亡した。登録抹消申請し、１名が減った。昨年と同様で利用者全員の健康

管理や心理的ケアを徹底する必要は継続である。 

 

 

３． 職員の定数及び職務の配置内容 

 

（１）職員の定数  3名  

（２）職員配置  

職    種 員 数（人） 勤 務 体 系 

所長 管理者 １ 常勤 

指導員 １ 常勤 

指導員 １ 非常勤 

 

 

成果 

パート職員 1名も加え、負担もなく職員の体制を整えることができた。利用者全員の 1日

の状況を作業、企画など調整できた。または 4 月から利用者の送迎も加え、利用者 1 名が

安心して通所することができた。 

 

課題 

職員全員にコロナワクチン接種を集中すぎてインフルエンザ予防接種があることが忘れて

いたため、指示がなかった。慌てて職員全員にインフルエンザ予防接種することができた。

管理が不十分であり、今後はしっかり管理するように努めていきたい。 

 

 

 

 

 

 



４． 事業内容 

（１） 事業所名  地域活動支援センターろうあハウス 

（２）種  類  地域活動支援センターⅢ型 

（３）事業を行おうとする区域  金沢市 

（４）所  在  石川県金沢市野町 2丁目 25－6 

（５）施設開所日及び開所時間 

開所日   毎週月曜日～金曜日（土、日、祝日は休日） 

開所時間  午前 8時 45分～午後 5時 30分 

（６）内  容   

『基礎的事業の内容』 

（創作的活動又は生産活動の機会の提供。社会との地域交流の促進等の便宣の提与するための活動） 

① 生産活動： タオル作業、手作り品の制作、販売事業 

令和 3年度受託作業 

会社名 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10月 11月 12月 1 月 2 月 3 月 合 計 

中西株式会社 

（件数） 
10 9 16 8 8 14 15 18 18 13 18 18 151 

重光商事株式会社 

（件数） 
25 15 24 13 16 26 30 21 20 19 14 20 232 

令和 2年度年間件数 中西株式会社：147件  重光商事株式会社：291件 

 

成果 
利用者が平均 13名であり、コロナ感染防止のため、ソーシャルディスタンスを考えて、

1階作業室と 2階作業室に分けてタオル等作業ができたことは成果である。 

課題 昨年に続き、コロナ禍で全国に緊急事態宣言、まん延防止重点措置、大雪発生などの影響

でタオル作業受注が激減。 

 

令和 3年度プチショップ事業 

内容：ホワイトボード・マイバック等制作、販売事業 

委託販売先 

事業名 場 所 

金沢駅友愛ショップ 金沢駅あんやと 

喫茶友愛 金沢市役所 2階 

金沢市社会福祉協議会いきいきギャラリー 横安江町商店街中程 

 

令和 3年度出店報告 

事業名 福祉のつどい 2021 ※中止 

【月日】令和 3年 9月 5日（日）【場所】松ヶ枝緑地園 

※コロナ禍でまん延防止重点措置の影響で出店中止 

事業名 石川県障害者ふれあいフェスティバル ※中止 

【月日】令和 3年 9月 26日（日）【場所】石川県産業展示館 4号 

※コロナ禍でまん延防止重点措置の影響で出店中止 

 

成果 コロナ禍の影響があっても、事業所も開店し、1年間、商品販売ができる機会があった。 

課題 
石川県障害者ふれあいフェスティバルについては、プチショップ出店でやる予定してい

たが、石川県産業展示館 4号館は「いしかわ県民ワクチン接種センター」として使用された

ため、代替案としてふれあいステージで実施しているオンラインで配信する方法で開催と

なり、出店は行わなかった。福祉のつどい 2021については、コロナ禍でまん延防止措置の

影響で出店中止となった。 

 

 

 

 

 



② 創作活動：料理企画、一般教養、社会見学、野外活動 

令和 3年度行事報告 

事業名 花見散歩 

【月日】令和 3年 4月 1日（木） 【場所】兼六園 

【参加人数】職員 3名、利用者 12名 

事業名 手作り企画「ちぎり絵」 

【月日】令和 3年 7月 12日（月） 【場所】ろうあハウス 

【参加人数】職員 2名、利用者 13名 

事業名 富樫バラ公園散策 

【月日】令和 3年 10月 5日（火） 【場所】金沢市富樫 

【参加人数】職員 2名、利用者 14名 

事業名 地域活動支援センターあさがおハウス見学 

【月日】令和 3年 11月 11日（木） 【場所】白山市あさがおハウス 

【参加人数】職員 3名、利用者 14名 

事業名 クリスマス会 

【月日】令和 3年 12月 24日（金） 【場所】ろうあハウス 

【参加人数】職員 3名、利用者 14名 

 

成果 
コロナ禍の影響で行事計画を大幅に変更し、福祉バス移動しない行事を計画し、利用者た

ちが満足できた行事でした。 

課題 
コロナ禍の影響で 9 月までには公共施設に休館があり、福祉バス使用もできない状況で

あり、利用者たちにとって物足りなさを感じている。 

 

『機能強化事業の内容』 

（機能訓練、社会適応訓練の活動） 

① 自立支援訓練 

② 集団生活、社会生活に参加していくために必要な援助 

事業名 金沢市聴力障害者福祉協会一般生活訓練｢兼六園 桜のおはなし｣ 

【月日】令和 3年 4月 8日（木） 【場所】松ヶ枝福祉館 

【参加人数】職員 3名、利用者 14名 

事業名 金沢市聴力障害者福祉協会一般生活訓練「コロナ禍とこれからの時代・ワクチン接種説明」 

【月日】令和 3年 4月 22日（木） 【場所】松ヶ枝福祉館 

【参加人数】職員 3名、利用者 13名 

事業名 健康講座「腸活のすすめ ～腸を元気にしてすこやかに～」 

【月日】令和 3年 6月 24日（木） 【場所】ろうあハウス 

【参加人数】職員 3名、利用者 11名 

事業名 一般教養「白山市地域活動支援センターあさがおハウスについて」 

【月日】令和 3年 7月 21日（水） 【場所】ろうあハウス 

【参加人数】職員 3名、利用者 13名 

事業名 一般教養「金沢市地域活動支援センターろうあハウスについて」 

【月日】令和 3年 8月 27日（金） 【場所】ろうあハウス 

【参加人数】職員 3名、利用者 13名 

事業名 一般教養「差別について」 

【月日】令和 3年 8月 30日（月） 【場所】ろうあハウス 

【参加人数】職員 2名、利用者 11名 

事業名 一般教養「電話リレーサービスについて」 

【月日】令和 3年 9月 1日（水） 【場所】ろうあハウス 

【参加人数】職員 3名、利用者 13名 

事業名 一般教養「衛生面、食について」 

【月日】令和 3年 10月 5日（火） 【場所】ろうあハウス 

【参加人数】職員 3名、利用者 14名 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業名 一般教養「防災の心得」アイドラゴン 4視聴 

【月日】令和 3年 10月 11日（月） 【場所】ろうあハウス 

【参加人数】職員 2名、利用者 14名 

事業名 一般教養「郵便局の手数料、来年 1月から改正（両替、ATM）」 

【月日】令和 3年 10月 19日（火） 【場所】ろうあハウス 

【参加人数】職員 3名、利用者 15名 

事業名 一般教養「社会のマナー、誹謗中傷について」 

【月日】令和 3年 10月 27日（水） 【場所】ろうあハウス 

【参加人数】職員 3名、利用者 11名 

事業名 一般教養「デジタル学習会 アプリのインストール、利用方法」 

【月日】令和 4年 2月 2日（水） 【場所】石川県社会福祉会館 

【参加人数】職員 3名、利用者 13名 

事業名 金沢市一般生活訓練「ワクチン接種アプリ・ワクチン 3回目接種について」 

【月日】令和 4年 2月 3日（水） 【場所】松ヶ枝福祉館 

【参加人数】職員 3名、利用者 13名 

事業名 一般教養「デジタル学習会 SNS利用方法・マイナンバーカードの申請方法」 

【月日】令和 4年 2月 17日（木） 【場所】石川県社会福祉会館 

【参加人数】職員 3名、利用者 8名 

 

成果 
一般教養の企画する機会が増えてきており、健康講座、防災に関する知識、コロナ感染に

関する情報や全国の情勢など利用者たちが情報共通を図る機会ができた。 

課題 

利用者の年齢はほぼ高齢者であり、デジタルに関する知識がピンとこないため、興味がわ

いてこない現状がある。 

コロナ禍の影響で出前講座や施設見学等、外出ができない状況であり、利用者たちにとっ

て物足りなさを感じている。 

 

 



（4）聴覚障害者加賀拠点 
地域活動支援事業サービス（あさがおハウス） 

 

１．事業実施主体 
（１）名 称  社会福祉法人石川県聴覚障害者協会 
（２）所 在  石川県金沢市本多町三丁目１番 10号 
 

２．利用者の状況 
（１）１日の利用者定員 20名 
 
（２）令和３年度利用者登録数 31名 
 
（３）利用者実績 

令和３年度 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 
日数 21 20 19 18 18 22 118 
利用者延べ人数 200 218 196 169 181 225 1189 
１日平均利用者人数 9.5 10.9 10.3 9.4 10.1 10.2 10.1 

 
【成果】 

   冬期に大雪などの影響で利用者が減る懸念があったが、毎月の利用者人数に大きな差がなく元気に集うことがで
きた。職員、利用者ともに新型コロナウイルス感染症対策として検温、体調確認、手指消毒、パーテーション設置を
徹底して努めることができた。 

【課題】 
      区域が金沢市以南（白山市、金沢市、小松市、加賀市、野々市市、能美市、川北町）であり、白山市

外の利用者登録数が４名にとどまっている。公共交通機関は決して充実しているとは言えない状況であり、可
能な限り利用者登録者数の拡大に努めたい。 

 

３．職員配置 
職  種 員数（人） 勤務形態 

所長 管理者 指導員 １ 常勤 
指導員 １ 非常勤 

 

４．事業内容 
（１）事業所名  地域活動支援センターあさがおハウス 
 
（２）種  類  地域活動支援センターⅢ型 



 
（３）事業を行おうとする区域 ・金沢市以南 

（白山市、金沢市、小松市、加賀市、野々市市、能美市、川北町） 
・所長が必要と認めた地域 
 

（４）所  在  石川県白山市博労二丁目 50番地 こがね荘内 
 
（５）施設開所日及び開所時間 
   開所日  月曜日～金曜日（土、日、祝日は休日） 
   開所時間  午前９時～午後５時 
 
（６）内  容 
『基礎的事業の内容』 
（創作的活動又は生産活動の機会の提供、社会との地域交流の促進等の便宜を提与するための活動） 
 

①創作活動 
主な活動・行事 
月 日 行事・活動名 場 所 

10月 1日（金） 地域活動支援センターあさがおハウス開所式 こがね荘 
10月 28日（金） 菊花フェスティバルの見学 松任総合運動公園 
11月 5日（金） 白山市立博物館見学 白山市立博物館 
12月 3日（金） 中川一政美術館見学 中川一政美術館 
12月 23日（木） 松任高校 JRC部との交流 こがね荘 
12月 24日（金） クリスマス会 あさがおハウス 
 1月 7日（金） ミニ新年会 あさがおハウス 
 3月 3日（木） ひなまつり あさがおハウス 
 3月 4日（金） 国際交流員 ｴｳﾞｧﾝ･ﾛｰｽﾃｯﾀｰ氏の講演 こがね荘 

月１回程度 創作教室 あさがおハウス 
月４回程度 スポーツ・健康体操 こがね荘、あさがおハウス 
月１～４回 石坂氏の囲碁教室 あさがおハウス 
月１回 藤平さんの手話語りの会 あさがおハウス 

月１～２回 難聴者の日 あさがおハウス 
月１回 翌々月のプログラムについて相談 あさがおハウス 

 
 
【成果】 

  毎月、利用者とプログラムについて相談し、月間予定表を組み立てることができた。 



 新型コロナウイルス感染症対策として人数に応じて座席間隔の確保のため、こがね荘内の部屋を使用し実施し
た。 

【課題】 
    脚力の低下が見られる利用者がおり、安全に活動できる内容の検討や脚力強化につながるプログラムを組み込

みたい。福祉バス利用の条件を満たしつつ、活動の域を広げていきたい。 
 

②生産活動（手作り品の制作、販売） 
内 容︓携帯用ホワイトボード製作、ミニバスケットボールクッション製作 
地域イベントへの出店・販売 
月 日 イベント名 場 所 

1月 16日（日） 白山市共生のまちづくり事業「共生フェスタ」 イオンモール白山 

 
【成果】 

   携帯用ホワイトボード製作は作業分担し、試行錯誤を繰り返して無事に完成し、完売することができた。白
山市から依頼のミニバスケットボールクッション製作も来場者に配られ、喜んでもらうことができた。 

【課題】 
     せっかく携帯用ホワイトボード製作のスキルを身につけたので、今後の販売に向けてまた製作していきたい。また、

新たな製作においても得手の利用者に偏らないよう対等に作業分担できるよう留意していきたい。 
 
 
 

『機能強化事業の内容』 
（機能訓練、社会適応訓練の活動） 
 
①自立支援訓練 

月 日 事業名 場 所 
11月 5日（金） 電話リレーサービスの説明、実演 あさがおハウス 
11月 9日（火） NET119体験会 白山野々市広域消防本部 
11月 12日（金） マイナンバー制度の DVD視聴 あさがおハウス 
11月 22日（月） 講座「終活について知ろう」 あさがおハウス 
1月 14日（金） 市出前講座「誰でもできるごみの減量」 あさがおハウス 
2月 4日（金） スマホ講座① こがね荘 

 2月 8日（火） 講座「整理収納セミナー」 あさがおハウス 
 2月 22日（火） スマホ講座② こがね荘 

 
【成果】 

  利用者から学びたい教養講座のテーマがいくつか挙げられ、積極的な様子が見られた。また、スマホ講座の後
に復習でスマホ操作をステップアップにつなげる様子があった。 



【課題】 
    利用者の健康状態や昼食の内容から、より健康でいられるような講座も定期的に行っていきたい。 
 

②生活に関する相談支援 
・利用者からの相談 

令和３年度 10月 11月 12月 1月 2月 3月 月平均 
相談者実人数 5 3 3 5 4 4 4.0 
相談者延べ人数 10 4 3 8 5 7 6.1 

 ・ケース会議に出席 2件 
 ・利用者家族との相談 1件 
 

【成果】 
  利用者間で制度に関する情報共有がきっかけで相談に繋がり、災害時に支援を受けるための
登録へと結びついたケースがあった。 

【課題】 
    経過や困りごとをうまく話せない利用者がいるので、慎重に経過の確認や内容を掘り下げて解決

していくよう努めたい。 



 
 

2．公益事業区分 
 聴覚障害者公益支援拠点 
  1)地域生活支援等事業 

①聴覚障害者生活訓練事業  

受託先 日 程 会 場 

サービス提供 

時間数 
参加状況 

日数 時間数 延人数 

能登

北部 

圏域 

輪島市 
9月 28日 

～ 

11月 16日 

奥能登行政センター 生涯学

習センター 

（能登分室） 

4日間 16時間 35 
珠洲市 

穴水町 

能登町 

中能登町 10月 9、22日 ラピア鹿島 2日間 8時間 16 

《1》目的︓以下の通り。 
病気や加齢による聞こえの問題を持つ難聴者・中途失聴者に対して、要約筆記や手書きボードによる

情報システムを紹介し、福祉制度や福祉機器の利用によって日常生活の質の向上をはかる。 
 

《2》サービス内容︓以下の通り。 
【1】要約筆記・手書きボードの体験 
【2】福祉制度の説明 
【3】筆談によるコミュニケーション体験 

  【4】聞こえの個別相談 

【成果と課題】 

【1】成果 

今年度も３密を避けるため、長テーブルに１人ずつ座るようにするなど工夫して開催した。また中能登町の開催が
昨年度は１回にとどまったが今年度は２回実施し、疑問や不安に感じていることを話す機会を設けた。 

【2】課題 

内容が毎年似通ったテーマとなっており、毎年参加されている方から新しい内容を学びたいという要望が挙がったた
め、音声認識パソコンや遠隔情報保障など新たなテーマを探る。 

 
 
 



 
 

②聴覚障害者 IT サポートセンター運営事業  
 

事業内容 備  考 
  パソコン等の操作に 

関する相談 
40件 

  ボランティア派遣 延 38件 (利用者 6名) 

  ボランティアの委嘱(登録者数) 延 20名 

  パソコン個別指導 延 40件 (利用者 16名) 

  IT集団指導 

日程 令和 3年 10月 24日(日) 

テーマ スマホ・タブレット学習会 

主な会場 小松サン・アビリティーズ 

参加者数 7名 

 

【成果と課題】 
【成果】 

   集団指導は、月 400人の聴覚障害者の来店を誇り、そのノウハウやデータを有するソフトバンク渋谷店 手話カウ
ンターの関店長＜手話通訳士＞をオンライン講師に迎え、加賀市・小松市・能美市の聴覚障害者を対象にスマ
ホ・タブレット学習会を開催した。トレンドである「5G」「電子決済」「格安スマホ」などをわかりやすく説明する座学講
座の後、参加者の個別ニーズに応じた相談会を実施することができた。 

 

【課題】 
  ①講師や運営費の担保 ②ボランティアの拡大 ③事業啓発 

 
③障害者スポーツ普及事業  

主な大会 日 程 主な会場 

石川県障害者スポーツ大会 

新型コロナウイルス感染症拡大防止に伴い中止 

北信越ろうあ者体育大会 卓球競技 

全国ろうあ者体育大会 卓球競技 

全国ろうあ卓球リーグ戦（前期） 

全国ろうあ卓球リーグ戦（後期） 

 

《1》活動方針︓練習・試合を通じ、卓球部員の技術育成向上をはかる。 
《2》練習活動 

【1】練習日 ︓隔週土・日 
【2】年間回数︓新型コロナウイルス感染症拡大より各部員が個々で練習 
【3】会 場 ︓石川県立ろう学校体育館 他 
【4】部員数 ︓ 9人 



 
 

【成果と課題】 

【1】成果 

新型コロナウイルス感染症拡大防止に伴い県内、北信越、全国等全ての大会が中止となった。密を避けるために合
同練習方法から、個々での練習や自主筋力トレーニングを行うなどを実施した。 

【2】課題 

 選手の増員及び、全国ろうあ者体育大会や他の全国大会においての個人戦の入賞。コロナ感染対策を行いなが  
らの練習場所の確保。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

2)講習会等事業 

   ①講習会事業(学校・単発啓発講座等)  

依 頼 

手話関係講習会事業 

(学校・単発啓発講座等) 

要約筆記関係講習会事業 

(学校・単発啓発講座等) 

依頼 

件数 

ク  

ラ  

ス  

時 

間 

数 

講師派遣 

人数 

（のべ数） 
受講 

者数 

依頼 

件数 

ク  

ラ  

ス  

時間

数 

講師派遣人

数 

(のべ数) 
受講 

者数 
聴 

者 

ろう

者 

聴者 難 聴 者 

等  

教育 

大学 1 1 28 3 14 12 0 0 0 0 0 0 

専門学校 3 4 30 10 10 73 0 0 0 0 0 0 

小･中･高 1 1 6 3 3 10 0 0 0 0 0 0 

ろう学校 1 3 10 0 14 15 0 0 0 0 0 0 

小計 6 9 74 16 42 110 0 0 0 0 0 0 

公的機関 2 2 3 1 2 84 0 0 0 0 0 0 

団体 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

企業 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

計 2 2 3 1 2 84 0 0 0 0 0 0 

【成果と課題】 

【1】成果 

手話を使って生活しているろう者から手話を学ぶことで聴覚障害への理解を推し進めた。 

【2】課題 

福祉を学ぶ専門学校では在留外国人の学生の割合が増えており、外国人学生へスムーズに日本手話を教え
るために、できるだけ通訳が入るなど工夫が必要となってきた。また、様々な障害を持つ学生への配慮等も必要と
なる。 

 

 

 

 

 



 
 

3)調査研究、啓発事業サービス 

①書籍事業(書籍普及活動) 

内 容 冊 数 

全日本ろうあ連盟関係 

厚生労働省認定 

テキスト普及数 

手話奉仕員養成関係 

入門課程 
119 

基礎課程 

その他 2 

手話通訳者養成関係 

通訳Ⅰ課程 11 

通訳Ⅱ課程 12 

実践･通訳Ⅲ課程 6 

その他 37 

小計 187 

一般書籍普及数 

 

季刊ＭＩＭＩ 435 

わたしたちの手話 学習辞典Ⅰ、Ⅱ 16 

その他 134 

小計 585 

その他の書籍の普及数 1 

計 773 

【成果と課題】 

【1】成果 
機関紙「ろうあ石川」に書籍紹介を掲載し、「一人ひとりが輝ける未来へ」等の購入希望者が一定数いた。奉仕員テ

キストや『聴さんと学ぼう︕』など初級の手話学習者を対象とした書籍等に多数の注文があり、地域における手話の啓発

普及の一助を担うことができた。感染症対策のため、見本のみ展示し販売をした。 

 

【2】課題 

    購買者の需要を把握し、書籍在庫の充実を図る。新型コロナウイルス感染症拡大により大会や行事が中止になる中、ど
のように販売数を増やしていくのか検討が必要である。 

 

 

 



 
 

 ②機関紙「ニュースろうあ石川」事業  

 

昭和 58年 3月 15日 第 3種郵便認可による郵便物 
  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

贈呈・交換部数 99 99 99 96 96 96 96 96 98 96 96 96 

読者数部数 687 699 698 731 727 728 713 731 723 724 718 717 

計 786 798 797 827 823 824 809 827 821 820 814 813 

「交換」は全国の聴覚障害者情報提供施設、ろうあ協会事務所等／「贈呈」は県内行政機関等 
 

【成果と課題】 

【成果】 
コロナ禍の社会情勢に併せて行事の中止等が決定した際、迅速に対応できた。また、紙面を通じて新規購読者

や手話等学習者などに向けて「ろうあ運動」に対する知識や理解を広めることができた。 

【課題】 
非会員(購読会員)の減少に起因して発行部数が減少している。手話等学習者や協会活動に携わる関係者へ機

関紙の意義について理解を求めながら、購読継続を訴えていきたい。また、養成講座の場で講師が教材として語り、
活用できるよう促していきたい。 

 

③デジタル学習会（聴覚に障害がある者向けデジタル活用支援に係る調査研究） 
   

開催日 会場 内容 参加者数 
2022年 1月 28日 石川県地場産業振興センター 応用講座 

・マイナンバーカードの申請方法 
・e-Tax について 

3名 

2022年 2月 2日 石川県社会福祉会館 基礎講座 
・アプリのインストール方法 
・インターネットの利用方法 

13名 

2022年 2月 4日 あさがおハウス 
（白山市老人福祉センターこがね荘） 

基礎講座 
・アプリのインストール方法 
・インターネットの利用方法 

10名 

2022年 2月 17日 石川県社会福祉会館 応用講座 
・SNS アプリの利用方法 
・マイナンバーカードの申請方法 

8名 

2022年 2月 22日 あさがおハウス 
（白山市老人福祉センターこがね荘） 

応用講座 
・SNS アプリの利用方法 
・マイナンバーカードの申請方法 

7名 



 
 

④第 16回全国手話検定試験の実施  

試験内容 期 日 会 場 
結 果 

受験申込者 受験者 合格者 

5級試験 
10月 9日 

金沢勤労者プラザ 

16名 16名 16名 

4級試験 17名 15名 14名 

3級試験 
10月 10日 

11名 11名 10名 

2級試験 8名 7名 5名 

インターネット試験 

試験内容 期 日 会 場 
結 果 

受験者 合格者 

3級試験 2月 23日 石川県聴覚障害者センター 6名 
6月発表 

予定 

 

【成果と課題】 

【成果】 
   新型コロナウイルス感染症対策のため、定員を設けることで実施することができた。 

【課題】 
手話学習者へ向けた検定試験の啓発。面接委員の資質向上と増員。 

 

 

 

 

 


